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2009 年の年の瀬もせまった 12 月 23 日、イスタンブル経由でシリア北部にある同国第 2 の
都市アレッポに着いた。アラビア語ではハラブと呼ばれるこのアレッポの地は、喜望峰ルート






























1819 年 10 月にカトリック信徒はワーリーに対する反乱を起こす。ヨーロッパのカトリック勢
力は当然ギリシア・カトリック支持であったが、アレッポのムスリムもオスマン政府の支持を
取り付けたギリシア正教側ではなくカトリック側への支持を明確にした。死傷者の出た衝突事


















































































に入って先ずアレッポ城を訪れた。下から見上げると正に城砦 citadel である。紀元前 10 世紀
に建設されたこの城砦は、十字軍、モンゴル、ティムールの攻撃にも耐えた頑強な建造物であ














































































とドゥルーズ教徒の関係も 1830 年代に崩れ、1860 年に勃発したレバノン内戦の影響は、ダマ
スカスではキリスト教徒の虐殺という結果を招く。オスマン帝国の改革運動や、それと連動し
たヨーロッパ列強の権益に対する反発の動きがその根底にあった。1860 年の混乱については、
































































































































































れているし、「マルコによる福音書」15 章 34 節にあるイエス最後の言葉「エロイ、エロイ、ラ
マ、サバクタニ」というアラム語の音写はあまりにも有名である。（他方、読者をユダヤ人と想
定していた「マタイによる福音書」では、この箇所は「エリ、エリ、レマ、サバクタニ」とヘ
ブライ語で書かれており、詩篇 22 章 1 節の引用と思われる。）聖書ツアーの一行らしい欧米人
観光客の姿も目に付く。マアルーアの町に入る直前にその全景を町の入り口から見上げようと































brother’s keeperの言葉で記憶している聖書の逸話である。そう言えば最近、My sister’s keeper
と題する映画があったが、カインの言葉を参考にしたのであろう。邦題は『私の中のあなた』。

















ところで、ヒジャーズ鉄道の他にもフランス権益による Société de Damas-Hamah et 































































































































































































に多大な影響を与えている。著名な聖書学者キュンメル(W. G. Kümmel)やヘンヒェン(Ernst 






































― 111 ― 
しかしエルフルトのアウグスティヌス派修道院での生活も苦悩の日々であったが、有名な「塔






































によって」とは元々διὰ πίστεως Ἰησοῦ Χριστοῦ の訳であり、ルターが durch den Glauben an 
Christus Jesus と訳して以来この箇所は、福音派教会を含めたプロテスタント教会でも by 
faith in (或いは through) Christ Jesus と目的語属格として解されてきた。英語聖書訳の例外
























































































国税１人 500 シリア・ポンドを支払って出国許可が出た。 

































































































治的基盤整備が必要であろう。シリアで携帯電話事業を担っているのは Syriatel と Investcom
の 2 社であるが、前者の契約に関してはアサド・ファミリーの利害が大きく絡んでいたとのア
































しまった話である。一般に The Gerasene demoniacs として知られている話であるが、イエス

































































― 121 ― 
と聞き、参加者一同教会からバスへの帰路に購入する。お隣のシリアのチョコレートも欧米で
































































































を目撃。縦 30m 横 60m と言うことであるが、絹で織られしばしば作りかえられるらしく、ミ

































― 125 ― 
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